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研究成果の概要（和文）：危機におかれた人間の尊厳を「種」と「個」の人間に分けて検討した。

住民との協働が可能である地域の必要条件と、反対者への丁寧な対応の波及効果について明ら

かにした。京都の特産のミズナと野沢菜の交雑後代における変異とスグキナの関係を調べた。

ナミテントウの調査を実施し、温暖化と生物多様性について考察した。河川に対する人為的作

用は琵琶湖産アユの産卵に対して正負両面の影響を与えていることを示唆した。

研究成果の概要（英文）：I shared human dignity put for the crisis to the human being as
"a kind" and as "the unit" and examined it. I clarified about the requirements that the
collaboration with inhabitants was possible in an area, and about a ripple effect of the
courteous correspondence to an opponent. Progenies between Mizuna and Nozawana were
observed in relation with Sugukina. I carried out field research into ladybird beetle
and considered global warming and biodiversity. We suggested that river improvement works
have been caused not only negative but also positive effects on the spawning of sweetfish
of Lake Biwa.
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１．研究開始当初の背景
（１）人間と哲学：環境問題を引き起こして
きた元凶に、現代の科学技術文明に道を開い
たデカルトの二元論があると批判され、その
機械論的自然観や孤立した人間観が批判の
的になっている。環境倫理や生命倫理で「人

間の尊厳」と「生命の神聖性」は、絶対的な
価値観を表す基本概念であるが、生命工学の
発展によりそれが脅かされる事態にある。
（２）地域の状況：上賀茂、下鴨の両地域は
1300 年以上の歴史があり平安京より古い。上
賀茂地域には、多くの伝統文化や自然環境が
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継承されている。社家町は、15 世紀の雰囲気
を伝えている。近年の住宅開発、高齢化と少
子化による社家や農家の衰退は伝統文化の
消滅の危機にある。下鴨地域は社家町は破壊
され、住民の連帯は弱い。自然環境は下鴨神
社の糺の森のみである。紅葉節は平成 20 年
に消滅した。両地域は千年以上、疎遠である。

（３）スグキナ：京都府下では、様々な野菜

に独得の在来品種が生まれ、発達してきた。

上賀茂地域では、漬物の「酸茎」の材料とな

るスグキナの栽培が 400年以上続けられてき

た。スグキナは、生産者自らによって採種お

よび育種が行われるという、きわだった特徴

を持つ。しかし、上賀茂地域のスグキナの起

源は明確にされていない。また生産者自身に

よる育種が、スグキナの系統間の変異にどの

ような影響を与え、スグキナの遺伝的多様性

がいかに維持されているかも明らかでない。

（４）ナミテントウ：ナミテントウには、鞘

翅斑紋に著しい個体変異があり、二紋型、四

紋型、斑型と紅型の４つのタイプに分類でき

る。４つの型は、１遺伝子座上の４つの対立

遺伝子に支配された形質である。約 60年前、

駒井の全国規模の調査では、高緯度（北方）

地方ほど紅型の比率が高く、逆に低緯度（南

方）地方ほど二紋型の比率が高くなることを

明らかにした。この地理的勾配は、各斑紋型

の温度に対する適応度の違いを反映して形

成されたものと考えられている。

（５）人と水：水への意識は、地域の水に係

わる生活のあり方によって左右される。上賀

茂の対象地域として琵琶湖周辺の水環境を

調査する。琵琶湖とその周辺で、淡水魚の減

少が指摘されている。原因として，水質変化

や外来魚などがあげられているが，多くの淡

水魚が琵琶湖と河川を往来する生活史をも

っていることから，琵琶湖流入河川河口部の

環境が重要である。しかし，水資源利用や琵

琶湖水位管理によって自然とは異なった河

口部流況を呈しているから，淡水魚の回遊と

の関連について検証する必要がある。

２．研究の目的
（１）諸科学が自立的な展開を遂げている現
在、哲学の役割が問われている。このことを
踏まえて、哲学には従来の存在論や認識論と
ともに、諸科学に対する倫理的評価の役割が
求められる。その役割を明らかにする。

（２）上賀茂地域は、いまだ江戸時代の身分

制度が色濃く残り、社家と農家はその組織集

団・祭事なども別々であり、明治以降の新住

民は入り込み人と呼ばれ、どの集団にも属さ

ない。この状況は地域が協力して物事を進め

るのを大変困難にしている。地域の改善には

第三者が関与しなければ推進できない。研究

者が住民と協働して種々の事業を行い、環境

保全と伝統文化の維持・継承を模索しながら、

住民との協働の方法論を確立することを目

的としている。対象地域として現状の異なる

下鴨地域でも同様の活動を進める。

住民との協働活動のためにも、賀茂に関す

る調査・研究を行い、住民の知的活動への欲

求を満たさなければならない。上賀茂地域に

主体をおく自然科学の研究を行なう。

（３）スグキナの起源と上賀茂地域における

遺伝的多様性を知ることを目的として、まず

我国のカブ類におけるスグキナの位置を知

る。また、スグキナに適用できる遺伝的解析

技術を得ることを目的に、スグキナと同様に

京都府の在来野菜として発達したミズナと

長野県特産の野沢菜の交雑後代について形

態的変異を調査する。

（４）地球の温暖化は、ナミテントウの集団

に見られる斑紋型比率の地理的勾配に影響

を与えているものと考えられるが、駒井の調

査以降、全国規模での調査は実施されていな

い。全国規模での調査と並行して、京都産業

大学を中心とした上賀茂地域で年間を通じ

た採集・調査を行い、斑紋型の年次変化と変

化をもたらした要因について解明する。

（５）琵琶湖では，現行の水位管理がフナ類

などの魚類の繁殖に悪影響を与えているこ

とが知られている。しかし，琵琶湖と河川を

回遊する多くの魚類にとって，その回遊の要

所となる河口付近の環境については知見が

乏しい。回遊魚の実態と河口付近の河川環境

との比較検証を行ない、河川に対する人為的

作用の影響を明らかにする。

３．研究の方法

上賀茂地域を対象として、専門分野・方法

によって適した規模で、相互の関連を理解し

ながら緩やかな結合のもとに協力しながら

以下の研究に取り組む。

（１）住民との協働の方法論の実践的・理論

的研究
①環境問題におけるデカルト的な対処の必
要性を哲学的見地から考察する。危機におか
れた「人間の尊厳」を検討する。

②上賀茂地域における従来の活動の成功、失

敗などについて、取り纏める。ジュニア上賀

茂検定の実践活動とその評価を行ない、住民

との協働の条件を考察する。

③上賀茂の小中学生と高校生を対象に観察
会、野外実習を 4 月～5 月に実施し、学校と
の連携方法のノウハウを蓄積する。

④下鴨地域での実践活動の成果の取り纏め

と、紅葉節の復活に取り組み、その可能要因



について考察する。

⑤研究成果を社会に発信し、かつ保存・共有

するために会誌「賀茂文化」を刊行する。

（２）賀茂の自然特性に基礎をおく調査･研

究とその展開

①全国各地のカブ、ならびにツケナ類の在来

品種とスグキナについて、種皮型を比較・解

析することによって、スグキナの遺伝学的位

置を明らかにする。上賀茂地域におけるスグ

キナ成立の起源を知るため、ミズナと野沢菜

の間で交雑を行い、雑種とその後代の形態的

変異を解析する。

②上賀茂地域では、ナミテントウの成虫の活
動期（4月～10月）に経年の斑紋調査をする。
加えて、越冬集団の調査も行う。

③琵琶湖北湖に流入する河川の下流部を対

象に調査を実施する。これらの調査地におけ

るアユの産卵実態ならびに産卵場所環境の

調査を 2010～2012 年の産卵期（秋）に行う。

４．研究成果

（１）住民との協働の方法論の実践的・理論

的研究
①デカルトの自然観と人間論には、自然研究
の科学的アプローチだけでなく、自然とつな
がった人間理解もある。3.11 地震と津波、さ
らに原発事故への対処においても、デカルト
的な対処が求められている。この点を、デカ
ルト批判と対置した。

なぜ人間は尊厳ある存在であるのか、その

尊厳性とはいかなることかを問うとともに、

危機におかれた「人間の尊厳」を、「種として

の人間」と「個としての人間」に分けて検討

した。個の倫理とともに、種の倫理、諸科学

の発展と哲学の役割について考察した。

②賀茂季鷹歌碑建立と北大路魯山人生誕地石

碑建立での反対者の意識の本質的な原因につ

いての一般化を行なった。反対者への丁寧で

忍耐強い対応は、賛同者の共感と支持を得る

ために重要である。

③上賀茂地域では、ジュニア上賀茂検定を小

学校、自治連合会と協働で実施した。旧来の

居住者のみならず新しい住民にまで上賀茂の

事がよく分かったと好評であった。第三者で

なければ、魅力あるアイディアを提案するこ

とは事実上困難である。しかし、トラブルも

生じた。今回のような住民との協働の手法は

多くの実績を残したが、方法論として役割分

担が明確でないことによって生じた欠陥であ

る。たとえば、面倒なことは第三者にやらせ

ておけばよいとの風潮を作り出した。社家と

農家の長年の対立によるリーダー不在が原因

のひとつである。上賀茂での住民との協働の

研究は、日本水環境学会関西支部の水環境賞

を受賞した。

④ナミテントウ調査の一部を地元の小中学生

、高校生に分担してもらうことを通じて、身

近な昆虫を通じて自然および生命への関心を

高める機会を提供し、さらに連携方法につい

てのノウハウを得た。

⑤下鴨地域では、糺の森自然観察会、子供写

真教室などを実施してきたが、地域への浸透

には繋がらなかった。マスコミを使わなかっ

たので、広報が限定されたのが一因である。

下鴨の紅葉節の復活に重要な貢献をし、上賀

茂の紅葉音頭との連携を推進し両地域の連携

を進めた。地域住民との協働のためには、地

域の中に有効な人脈を築いてリーダーを発掘

することが大切である。逆に言えば、リーダ

ーの発掘できない地域での住民との協働は困

難であり、意義が少ない。

⑥全国的な賀茂地域の連携のために各地域の

神社を中心に訪問している。どこでもリーダ

ーとなる人材発掘に苦労している。現状にお

いて、リーダー発掘の有効な手立ては見つか

らない。

⑦賀茂文化の保全・継承のため賀茂文化研究

会の会誌「賀茂文化」8,9,10号を発行した。

（２）賀茂の自然特性に基礎をおく調査･研

究とその展開

①スグキナ：種皮型の分化に関する既往の研
究成果を調査し、また我国の地域在来品種に
ついて種皮型を調査したところ、日本におけ
るカブ、ツケナ類は A型と B 型の２種類の種
皮型に分けられることが明らかになった。ま
たこのうち A型は主として、我国の西南地方
に分布する一方で、B 型は本州中部より東北
部の地域に分布することが知られた。このう
ちスグキナは A 型の種皮を持ち、京都在来の
ツケナであるミズナも同様に A型種皮を持ち、
ミズナがスグキナの作物としての成立に関
与した可能性が示された。その一方で、スグ
キナはミズナと異なり、根部が肥大する。ス
グキナの漬物としての加工においては、この
肥大した根部と茎葉部が利用される。このよ
うな根部の肥大と茎葉部の漬物としての利
用は、長野県の野沢菜と共通した特徴である
が、野沢菜は B 型の種皮型を持つ。そこで、
ミズナと野沢菜の交雑を行い、雑種およびそ
の後代にどのような形態的変異が生じるか
を調査した。両者の雑種は、ミズナに類似し
た形態を有しつつ、スグキナと同様の旺盛な
生育を示した。現在雑種当代から次世代を獲
得し、スグキナ型の形態的特徴を持つ個体が
生じるか否かを調査しようとしている。
②ナミテントウ：図 1,2 は、二紋型および紅
型遺伝子の駒井博士の調査結果（1940-43 年）
と上賀茂地域で地元の高校生と継続して行
ってきた調査結果（2006-2011 年）を示した。



2006 年以降のデータでは年あたり採集個体
数が多くない（100 から 200 匹前後）ために、
大きな抽出誤差を含んでいる可能性がある
が、駒井博士の結果に比べて二紋型遺伝子で
は 2010 年を除くすべての年で増加、紅型遺
伝子では 2010 年と 2011 年以外の年で減少が
認められた。

0.3

0.32

0.34

0.36

0.38

0.4

0.42

0.44

0.46

0.48

1940-43 2006 2007 2008 2009 2010 2011

二紋型

図 1．上賀茂地域での二紋型遺伝子の頻度に

見られた変化
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図 2．上賀茂地域での紅型遺伝子の頻度に見

られた変化

クリサキテントウは、松林のみに生息して
おり、大阪府では鶴見緑地、高槻市などの数
か所の松林で生息が確認されているが、京都
府内での分布調査の報告は無い。そこで、平
成 24 年度５－６月に京都産業大学構内に植
樹されている松について、クリサキテントウ
の生息調査を行った。その結果、構内三叉路
付近の松において１個体の幼虫が確認でき、
本種が極めて少数ながら、京都産業大学構内
にも生息することが示された。

③人と水：琵琶湖流入の10河川における2010

年の回遊性魚類アユの産卵は，その 89%がコ

アユ（産卵期のみ河川に遡上する集団）のも

のであり，春に遡上し河川で成長するオオア

ユの自生代寄与はわずかであった。その産卵

場所は，河床勾配が 6m/km以下の場所であり，

堤高が 30cm の堰ですらコアユの産卵遡上を

阻害していた。2011 年には 26 河川における

アユ産卵を比較調査し，滋賀県により主要産

卵河川とされる 10 河川以外にも同等に重要

な河川が多くあり，かつアユ卵の生存率は主

要産卵河川とされる 10 河川以外の河川にお

いて高い場合があることがわかった。これは

河口付近に集中する産卵場所の流量を左右

する人為活動（上流での取水ならびに琵琶湖

の水位操作が影響しているものと推察され

た。また，一方で，本来砂泥底となる河川下

流においてアユが産卵をする砂礫の浅瀬が

形成・維持されているのは，琵琶湖流域の地

形的特徴に加え，河川整備を含めた人為的作

用を無視できない点も明らかになってきた。
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